
日
本
学
術
振
興
会
　

育
志
賞
受
賞
者
決
定

優
秀
な
大
学
院
生

人
に

海
底
堆
積
物
中
に
微
小
マ
ン
ガ
ン
粒

海
洋
機
構
発
見

新
た
な
大
量
資
源
の
可
能
性

南
相
馬
市
と
東
大
航
空
宇
宙
工
学
専
攻

連
携
協
定

免
疫
学
研
究
テ
ー
マ
に

国
際
シ
ン
ポ
開
催

名
古
屋
市
大
病
院
で
３
月

日

Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
利
用
者
へ
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
喚
起

総
務
省
と
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
取
組

Ｍ
Ｉ
Ｄ
―
Ｎ
Ｅ
Ｔ
を

横
浜
市
大
が
利
用
開
始

抗
凝
固
薬
と
脳
卒
中
の
関
連
性
検
討
へ

２月日８時頃 約６㍍幅の領域に

ＪＡＸＡの『はやぶさ２』
試料採取にチャレンジ

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
ボ
ー
イ
ン
グ
社

航
空
分
野
で
協
力
協
定

Ｔr a n s l a t i o n a l 　a n d 　Ｒe g u l a t o r y 　Ｓc i e n c e s 　ＳＹＭＰＯＳＩＵＭ開催

早稲田オープン・イノベーション・フォーラム２０１９開催へ

「
オ
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（２）第３７１６号第３種郵便物認可 ２０１９年（平成年）２月１５日（金曜日）（週　刊）

日
本
学
術
振
興
会
（
里
見
進

理
事
長
）は
２
月
６
日
、将
来
、

日
本
の
学
術
研
究
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
優

秀
な
大
学
院
博
士
課
程
学
生


人
に
第
９
回
日
本
学
術
振
興
会

育
志
賞
を
授
与
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
厳
し
い
経
済
環
境
の
中

で
、
勉
学
や
研
究
に
励
ん
で
い

る
若
手
研
究
者
を
支
援
・
奨
励

す
る
た
め
に
、
天
皇
陛
下
か
ら

賜
っ
た
御
下
賜
金
を
も
と
に
創

設
さ
れ
た
の
が
育
志
賞
。
大
学

長
、
学
術
団
体
（
学
会
）
の
長

か
ら
１
５
５
人
の
推
薦
が
あ

り
、
そ
の
中
か
ら
育
志
賞
選
考

委
員
会
（
委
員
長
＝
清
水
孝
雄

・
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
長
）
が
選
考

し
た
。
授
賞
式
は
３
月
８
日
、

日
本
学
士
院
で
開
催
さ
れ
る
。

受
賞
者
に
は
、
賞
状
、
賞
牌
、

副
賞
と
し
て
学
術
奨
励
金
１
１

０
万
円
が
贈
呈
さ
れ
る
。

受
賞
者
と
推
薦
機
関
、
博
士

課
程
の
研
究
課
題
は
次
の
通
り

（
年
齢
は
平
成

年
４
月
１
日

現
在
、
所
属
機
関
は

年
５
月

１
日
現
在
）
。

□
　

□
　

□

◇
蘆
田
祐
人
氏
（

）
東
京

大
学
理
学
系
研
究
科
物
理
学
専

攻
（
東
京
大
学
）
環
境
と
結
合

し
た
量
子
系
に
お
け
る
臨
界

性
、
動
的
現
象
、
エ
ン
タ
ン
グ

ル
メ
ン
ト

◇
植
吉
晃
大
氏
（

）
北
海

道
大
学
情
報
科
学
研
究
科
情
報

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
専
攻
（
北

海
道
大
学
）
深
層
学
習
を
加
速

す
る
汎
用
計
算
ア
ー
キ
テ
ク
チ

ャ
に
関
す
る
研
究

◇
大
澤
友
紀
子
氏（

）慶
應

義
塾
大
学
理
工
学
研
究
科
総
合

デ
ザ
イ
ン
工
学
専
攻
（
電
気
学

会
）
温
熱
感
覚
に
基
づ
く
遠
隔

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
創
出
に
向

け
た
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
と
制
御

系
設
計
の
総
合
デ
ザ
イ
ン
研
究

◇
河
村
悠
太
氏
（

）
京
都

大
学
教
育
学
研
究
科
教
育
科
学

専
攻
（
日
本
社
会
心
理
学
会
）

利
他
行
動
の
促
進
・
抑
制
要
因

の
解
明

評
判
へ
の
関
心
に
よ

る
影
響

◇
木
全
祐
資
氏
（

）
名
古

屋
大
学
理
学
研
究
科
生
命
理
学

専
攻
（
名
古
屋
大
学
）
受
精
卵

の
非
対
称
分
裂
に
よ
る
植
物
の

上
下
軸
形
成
機
構
の
解
明

◇
白
方
光
氏
（

）
北
海
道

大
学
理
学
院
宇
宙
理
学
専
攻

（
日
本
天
文
学
会
）
銀
河
と
超

大
質
量
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
進

化
・
成
長
史
の
関
連
に
つ
い
て

の
理
論
的
研
究

◇
坪
山
幸
太
郎
氏
（

）
東

京
大
学
新
領
域
創
成
科
学
研
究

科
メ
デ
ィ
カ
ル
情
報
生
命
専
攻

（
日
本
生
化
学
会
）
Ａ
ｒ
ｇ
ｏ

ｎ
ａ
ｕ
ｔ
ｅ
タ
ン
パ
ク
質
構
造

変
化
の
１
分
子
解
析

◇
飛
田
尚
重
氏
（

）
東
京

女
子
医
科
大
学
医
学
研
究
科
循

環
器
内
科
学
分
野
（
日
本
循
環

器
学
会
）
拡
張
型
心
筋
症
の
遺

伝
子
変
異
解
析
と
新
規
治
療
法

の
開
発

◇
中
川
朋
美
氏
（

）
岡
山

大
学
社
会
文
化
科
学
研
究
科
社

会
文
化
学
専
攻
（
岡
山
大
学
）

先
史
時
代
か
ら
国
家
成
立
期
に

お
け
る
暴
力
の
文
化
的
背
景

◇
中
島
由
加
里
氏
（

）
金

沢
大
学
医
薬
保
健
学
総
合
研
究

科
保
健
学
専
攻
（
金
沢
大
学
）

慢
性
リ
ン
パ
浮
腫
に
お
け
る
リ

ン
パ
管
の
観
察
と
炎
症
・
線
維

化
プ
ロ
セ
ス
解
明
の
基
礎
研
究

◇
萩
尾
華
子
氏
（

）
名
古

屋
大
学
生
命
農
学
研
究
科
生
物

機
構
・
機
能
科
学
専
攻
（
名
古

屋
大
学
）
魚
は
も
の
を
ど
の
よ

う
に
見
て
い
る
の
か
～
視
覚
中

枢
に
関
す
る
研
究

◇
松
井
大
氏
（

）
慶
應
義

塾
大
学
社
会
学
研
究
科
心
理
学

専
攻（
日
本
動
物
心
理
学
会
）道

具
使
用
を
可
能
に
す
る
感
覚
運

動
機
構
と
身
体
形
態
～
カ
ラ
ス

を
用
い
た
比
較
行
動
学
的
研
究

◇
村
岡
恒
輝
氏
（

）
東
京

大
学
工
学
系
研
究
科
化
学
シ
ス

テ
ム
工
学
専
攻
（
日
本
ゼ
オ
ラ

イ
ト
学
会
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支

援
に
よ
る
ゼ
オ
ラ
イ
ト
合
成

◇
村
上
達
哉
氏
（

）
東
京

た
一
細
胞
解
像
度
脳
ア
ト

ラ
ス

の
創
出

◇
村
田
圭
代
氏
（

）
東
京

藝
術
大
学
音
楽
研
究
科
音
楽
専

攻
（
東
京
藝
術
大
学
）
Ｊ
・
Ｓ

・
バ
ッ
ハ
の
ケ
ー
テ
ン
時
代
ま

で
の
対
位
法
的
技
法
の
発
展

◇
村
田
優
樹
氏
（

）
東
京

大
学
人
文
社
会
系
研
究
科
欧
米

系
文
化
研
究
専
攻（
東
京
大
学
）

革
命
、
内
戦
期
中
東
欧
に
お
け

る
「
一
民
族
一
国
家
体
制
」
の

成
立◇

安
田
憲
司
氏
（

）
東
京

大
学
工
学
系
研
究
科
物
理
工
学

専
攻
（
東
京
大
学
）
磁
性
ト
ポ

ロ
ジ
カ
ル
絶
縁
体
に
お
け
る
ス

ピ
ン
物
性
の
開
拓

◇
渡
部
花
奈
子
氏
（

）
東

北
大
学
工
学
研
究
科
化
学
工
学

専
攻
（
化
学
工
学
会
）
外
場
を

用
い
た
粒
子
の
空
間
分
布
制
御

微小マンガン粒の３Ｄ模型
（１万倍）と億個の微
小マンガン粒入りの試料ビ
ンを持つ浦本客員研究員

海
洋
研
究
開
発
機
構
の
浦
本
豪
一
郎
客
員
研
究
員
（
高
知
大
学
特
任
助
教
）
、
諸
野
祐
樹
主

任
研
究
員
、
稲
垣
史
生
上
席
研
究
員
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
直
径
数
㍃
㍍
の
微
小
マ
ン
ガ
ン

粒
（
鉄
マ
ン
ガ
ン
酸
化
物
）
を
外
洋
の
海
底
堆
積
物
の
中
か
ら
発
見
し
た
。
こ
れ
が
堆
積
物
１

㏄
あ
た
り
１
億
～

億
個
あ
る
と
試
算
し
た
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
に
掲

載
さ
れ
た
。

名
古
屋
市
立
大
学
は
、
３
月


日
に
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムN

agoya Immunology Network in
 NCU

を
開
催
す
る
。
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
平
成

年
度

名
古
屋
市
立
大
学
特
別
研
究
奨

励
費
を
獲
得
し
た
山
崎
小
百
合

教
授
（
医
学
研
究
科
免
疫
学
教

室
）
が
中
心
と
な
り
、
名
古
屋

に
新
し
い
免
疫
学
研
究
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
免
疫
学
研

究
の
発
展
や
若
手
育
成
に
貢
献

す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

名
古
屋
に
ゆ
か
り
の
あ
る
免

疫
学
者
の
講
演
を
中
心
に
企

画
。
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し

て
、
海
外
か
ら
も
免
疫
学
研
究

を
リ
ー
ド
す
る
イ
タ
リ
ア
・
メ

ッ
シ
ー
ナ
大
学
のGuido Ferla

zzo

教
授
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・

カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所
のMika

el Karlsson

教
授
が
講
演
す
る
。

若
手
研
究
者
の
ポ
ス
タ
ー
発
表

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
。

【
開
催
日
時
】
３
月

日

（
月
）
８
時

分
～

時
（
予

定
）【

場
所
】
名
古
屋
市
立
大
学

病
院
（
名
古
屋
市
瑞
穂
区
）

▽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
名
古
屋

市
立
大
学
病
院
３
階
大
ホ
ー

ル
）
、
▽
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
（
名
古
屋
市
立
大
学
病
院
４

階
第
一
会
議
室
）

【
参
加
費
】
無
料
／
事
前
登

録
有
り
（
締
切
り
２
月

日
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
免
疫
学
分
野
Ｈ
Ｐ
＝

http://www.med.nagoya-cu.ac
.jp/immunol.dir/index.html

連携協力協定を締結した南相馬市と東大の関係者

は
や
ぶ
さ
２
の
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン

の
動
き
を
説
明
す
る
津
田
Ｐ
Ｍ

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
と
米
国
ボ
ー
イ

ン
グ
社
は
、
航
空
分
野
で
の
協

力
協
定
を
締
結
し
た
。

両
機
関
は
、
２
０
０
９
年
か

ら
航
空
分
野
に
お
け
る
将
来
技

術
の
研
究
開
発
を
促
進
す
る
た

め
に
共
同
研
究
な
ど
で
協
力
関

係
を
築
い
て
き
た
。最
近
で
は
、

フ
ラ
イ
ト
の
安
全
性
を
よ
り
向

上
す
る
た
め
に
乱
気
流
を
正
確

に
検
知
・
回
避
す
る
晴
天
乱
気

流
検
知
シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
行

っ
て
い
る
。
昨
年
に
は
、
ボ
ー

イ
ン
グ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
が
開
発
し
た
晴
天
乱
気

流
検
知
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た

飛
行
機
の
航
行
試
験
が
行
わ
れ

た
。こ

の
協
定
締
結
で
、
新
た
な

共
同
研
究
の
機
会
を
創
出
す
る

な
ど
、
よ
り
協
力
関
係
を
深
め

て
い
く
と
い
う
。

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
の
小
惑
星
探
査

機
『
は
や
ぶ
さ
２
』
は
２
月


日
８
時
頃
、
周
回
観
測
中
の
リ

ュ
ウ
グ
ウ
に
接
近
し
、
小
惑
星

表
面
の
試
料
採
取
（
タ
ッ
チ
ダ

ウ
ン
）
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

順
調
に
い
け
ば
７
月
末
ま
で

に
、
計
３
回
の
試
料
採
取
に
挑

む
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
や
ぶ
さ
２
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
津
田
雄

一
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ

ャ
（
Ｐ
Ｍ
）
は
「
着
陸
点
が
決

ま
っ
た
の
で
、
後
は
間
違
わ
ず

に
予
定
し
て
い
る
手
順
で
進
め

て
い
き
た
い
。
全
力
で
や
り
た

い
が
、
頭
は
ク
ー
ル
さ
を
保
て

る
よ
う
に
し
た
い
」と
話
し
た
。

『
は
や
ぶ
さ
２
』
の
タ
ッ
チ

ダ
ウ
ン
は
、

㌢
㍍
を
超
え
る

岩
に
囲
ま
れ
た
Ｌ

―
Ｅ
１
領

域
。
こ
の
近
く
に
は
テ
ス
ト
で

投
下
し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
マ
ー
カ

ー
（
球
体
で
表
面
は
光
に
反
射

す
る
素
材
で
覆
わ
れ
て
い
る
）

が
あ
り
、
こ
れ
を
目
印
に
し
て

機
体
を
降
下
さ
せ
る
。
当
初
は

１
０
０
㍍
四
方
の
領
域
を
想
定

し
て
い
た
が
、
表
面
が
岩
だ
ら

け
だ
っ
た
こ
と
か
ら
結
果
的
に

約
６
㍍
幅
の
領
域
が
選
ば
れ

た
。
そ
の
精
度
は
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
マ
ー
カ
ー
を
利
用
す
る
こ
と

で
２
・
７
㍍
を
確
保
で
き
る
と

い
う
。
津
田
Ｐ
Ｍ
は
「
技
術
的

に
は
当
初
と
は
相
当
違
う
こ
と

を
し
て
い
る
。
機
体
全
体
の
大

き
さ
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
か

ら
、
カ
メ
ラ
や
試
料
を
採
取
す

る
サ
ン
プ
ラ
ー
ホ
ー
ン
の
位
置

も
気
に
し
な
が
ら
場
所
を
選
定

し
た
」
と
し
た
。

ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
（
リ
ュ

ウ
グ
ウ
上
空

㌔
㍍
）
か
ら
降

下
、
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
し
て
か
ら

ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
復
帰
ま

で
は
、
は
や
ぶ
さ
２
が
自
律
的

に
行
う
。
そ
の
際
に
機
体
が

な
に
か
し
ら
の
異
変
を
感
知

す
る
と
、
緊
急
上
昇
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
安
全
性

は
確
保
さ
れ
る
が
、
続
け
て

タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
が
で
き
な

い
。

日
に
万
が
一
、
緊
急

上
昇
が
起
き
た
場
合
、
最
速

で
３
月
４
日
か
ら
の
週
に
再

実
施
す
る
予
定
だ
（
状
況
が

深
刻
だ
と
さ
ら
に
先
延
ば
し

に
な
る
）
。

試
料
採
取
の
方
法
は
、
タ

ン
タ
ル
製
の
弾
丸
（
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
イ
ル
）
が
リ
ュ
ウ
グ

ウ
と
接
す
る
サ
ン
プ
ル
ホ
ー

ン
内
で
発
射
さ
れ
、
砕
か
れ

た
表
面
物
質
が
採
取
さ
れ

る
。
探
査
機
に
搭
載
さ
れ
て

い
る
装
置
と
同
等
品
を
使
っ
た

実
験
を
昨
年
末
に
実
施
。
リ
ュ

ウ
グ
ウ
表
面
を
模
し
た
人
工
岩

石
を
弾
丸
で
破
壊
、
そ
の
際
に

礫
が
生
じ
て
、
小
片
だ
け
で
な

く
小
さ
な
粒
子
も
舞
い
上
が
っ

た
。
こ
の
実
験
で
、
実
際
に
試

料
を
採
取
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
運
用
は

日

か
ら
開
始
、

日
８
時
頃
か
ら

降
下
し
て
い
く
。
『
は
や
ぶ
さ

２
』へ
の
指
令（
コ
マ
ン
ド
）は
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
だ
け
で
な
く
各
宇
宙

機
関
等
が
持
つ
巨
大
な
ア
ン
テ

ナ
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
重
要

な
局
面
で
あ
る
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン

前
後
の
時
間
は
、
臼
田
宇
宙
空

間
観
測
所
の
ア
ン
テ
ナ
で
運
用

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

機
体
内
の
サ
ン
プ
ル
キ
ャ
ッ

チ
ャ（
試
料
保
管
ス
ペ
ー
ス
）に

試
料
が
入
っ
た
か
確
認
す
る
セ

ン
サ
は
な
い
が
、
弾
丸
が
撃
ち

込
ま
れ
れ
ば
試
料
採
取
が
成
功

し
た
と
考
え
ら
れ
る
そ
う
だ
。

置
・
顔
の
向
き
を
見
た
り
す
る

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
カ
メ

ラ
を
配
置
し
て
撮
影
し
た
。
ヘ

ッ
ド
セ
ッ
ト
マ
イ
ク
で
音
声
も

り
、
会
話
分
析
へ
の
利
用
や
、

機
械
学
習
を
用
い
た
行
動
認
識

シ
ス
テ
ム
の
学
習
デ
ー
タ
と
し

て
の
活
用
も
で
き
る
。

さ
ら
に
、
従
来
の
コ
ー
パ
ス

は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
個
人
の
顔
デ
ー
タ
を
含
め
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今

回
は
実
験
協
力
者
の
同
意
を
得

る
こ
と
で
課
題
を
解
決
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
動
の

研
究
を
進
め
る
に
は
、
よ
り
多

く
の
コ
ー
パ
ス
を
継
続
的
に
収

集
し
、
比
較
検
討
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
東
京

電
機
大
学
は
、
全
国
の
研
究
機

関
か
ら
同
一
の
デ
ー
タ
収
集
規

格
の
も
と
で
、
分
散
デ
ー
タ
を

収
集
・
公
開
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
２

月
１
日
に
設
立
し
た
。

現
在
、
東
京
電
機
大
学
の
ほ

か
、
東
京
農
工
大
学
、
湘
南
工

科
大
学
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学

な
ど
全
国

大
学
以
上
の
研
究

者
が
賛
同
し
て
お
り
、
今
後
も

他
の
研
究
教
育
機
関
か
ら
の
参

画
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

横
浜
市
立
大
学
は
帝
京
大

学
、
千
葉
大
学
、
冲
中
記
念
成

人
病
研
究
所
、
東
京
女
子
医
科

大
学
と
共
同
で
、
経
口
抗
凝
固

薬
使
用
と
脳
卒
中
の
関
連
を
検

討
す
る
た
め
、
医
薬
品
医
療
機

器
総
合
機
構
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
の

大
規
模
医
療
情
報
（
電
子
カ
ル

テ
、検
査
値
、レ
セ
プ
ト
な
ど
）

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
Ｍ
Ｉ
Ｄ
―
Ｎ

Ｅ
Ｔ
』
を
利
用
し
て
、
研
究
を

開
始
す
る
。

こ
の
研
究
は
抗
凝
固
薬
の
使

用
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
を
行

い
、
薬
剤
の
用
量
調
整
と
脳
卒

中
予
防
・
出
血
性
合
併
症
と
の

関
連
を
明
ら
か
に
す
る
。

こ
れ
ま
で
抗
凝
固
薬
の
ワ
ー

フ
ァ
リ
ン
や
Ｄ
Ｏ
Ａ
Ｃ
の
適
正

用
量
を
明
ら
か
に
し
た
大
規
模

研
究
は
な
か
っ
た
。
今
回
、
Ｍ

Ｉ
Ｄ
―
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
過
去

年
分

の
デ
ー
タ
を
用
い
る
。
研
究
対

象
と
な
る
の
は
、
心
房
細
動
や

下
肢
お
よ
び
深
部
静
脈
血
栓
症

・
肺
塞
栓
症
で
、
抗
凝
固
薬
の

処
方
を
受
け
た
患
者
。

総
務
省
と
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
研
究
機
構
）
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
バ
イ
ダ
と
連
携

し
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
悪
用
さ

れ
る
恐
れ
の
あ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器

の
調
査
と
、
そ
う
し
た
機
器
の

利
用
者
へ
の
注
意
喚
起
を
行
う

取
り
組
み
「
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

（National Operation Toward
s IoT Clean Environment

）
」

を
、２
月

日
か
ら
開
始
す
る
。

こ
れ
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
業
務

に
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
悪
用
さ

れ
る
恐
れ
の
あ
る
機
器
の
調
査

な
ど
を
５
年
間
の
時
限
措
置
で

追
加
す
る
「
電
気
通
信
事
業
法

及
び
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報

通
信
研
究
機
構
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た

の
を
受
け
て
実
施
す
る
も
の
。

同
調
査
で
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
機

器
に
、
容
易
に
推
測
さ
れ
る
パ

ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に

悪
用
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
機
器

を
特
定
し
、
該
当
す
る
機
器
の

情
報
を
電
気
通
信
事
業
者
に
通

知
す
る
。
そ
の
通
知
を
受
け
た

電
気
通
信
事
業
者
が
、
該
当
す

る
機
器
の
利
用
者
を
特
定
し

て
、
そ
の
利
用
者
に
注
意
を
喚

起
す
る
。

ま
た
、
総
務
省
は
利
用
者
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
対
応
な
ど
を

行
う
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。
同
セ

ン
タ
ー
の
電
話
番
号
は
０
１
２

０
―
７
６
９
―
３
１
８
（
無
料

・
固
定
の
み
）
／
０
３
―
４
３

４
６
―
３
３
１
８
（
有
料
）
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
〈https://no

tice.go.jp

〉
。
受
付
時
間
は


時
か
ら

時
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
創
薬

総
合
支
援
事
業
に

平
成

年
に
採
択

さ
れ
た
キ
ャ
タ
リ

ス
ト
ユ
ニ
ッ
ト

（
代
表
機
関

東

京
大
学
大
学
院
農

学
生
命
科
学
研
究

科
）
は
、「Trans

lational and Regu
latory Sciences S
YMPOSIUM

」
を

２
月
７
日
、
東
京

大
学
弥
生
講
堂
一

条
ホ
ー
ル
（
東
京

都
文
京
区
弥
生
）

に
お
い
て
開
催
し

た
＝
写
真
。

　
同
ユ
ニ
ッ
ト
は

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ

ョ
ナ
ル
サ
イ
エ
ン

ス
（
Ｔ
Ｓ
）
お
よ

び
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ

ー
サ
イ
エ
ン
ス

（
Ｒ
Ｓ
）
に
焦
点

を
あ
て
た
英
文
オ

ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー

ナ
ル「Translation

al and Regulatory
 Sciences

（
Ｔ
Ｒ

Ｓ
）
」
の
刊
行
を

今
年
８
月
に
予
定

し
て
い
る
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
同
ジ

ャ
ー
ナ
ル
の
キ
ッ

ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
と
し
て
開
催
さ
れ
、
Ｔ
Ｒ

Ｓ
の
目
的
や
目
標
、
両
分
野
の

研
究
事
例
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ

た
。

　
同
ユ
ニ
ッ
ト
代
表
の
堀
正
敏

教
授
は
、
「
Ｔ
Ｒ
Ｓ
は
特
定
の

学
会
の
学
会
誌
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
我
々
の
使
命
は
責
任
重
大

で
、
お
そ
ら
く
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
で
Ｔ
Ｒ
Ｓ
の
発
行
、
発
展
は

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
近
い
将
来
、
Ｔ

Ｒ
Ｓ
が
日
本
の
本
分
野
を
リ
ー

ド
で
き
る
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
述
べ
た
。

　
同
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
多
様
化
す

る
医
薬
品
と
そ
の
開
発
技
術
を

実
用
化
に
結
び
つ
け
る
た
め
の

Ｔ
Ｓ
と
Ｒ
Ｓ
の
協
調
と
振
興
を

目
指
し
、
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
創
薬
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
緊
密
な
連

携
の
も
と
で
、
国
内
外
へ
の
情

報
発
信
拠
点
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。
Ｔ
Ｒ
Ｓ
の
刊
行
も
そ
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
Ｔ
Ｒ

Ｓ
の
編
集
委
員
長
を
務
め
る
米

田
悦
啓
所
長
（
医
薬
基
盤
・
健

康
・
栄
養
研
究
所
）
も
講
演
。

「
試
行
錯
誤
は
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
経
験
か
ら
、
研
究
者
の

研
究
は
基
本
的
に
は
イ
ン
パ
ク

ト
フ
ァ
ク
タ
ー
（
Ｉ
Ｆ
）
で
は

評
価
で
き
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
評
価
は
良

い
論
文
を
い
か
に
た
く
さ
ん
発

表
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
か

か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
Ｉ
Ｆ
は

き
ち
ん
と
キ
ー
プ
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

理
解
し
た
上
で
進
め

な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
述
べ
た
。
米
田
所

長
は
日
本
細
胞
生
物

学
会
誌
の
完
全
英
文

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
化

を
主
導
し
、
同
誌
編

集
員
長
を
務
め
た
経

歴
が
あ
る
。

　
Ｔ
Ｒ
Ｓ
で
は
、
論

文
は
全
て
査
読
を
経

て
掲
載
し
、
投
稿
論

文
と
依
頼
論
文
、
技

術
記
事
な
ど
を
掲
載
。
依
頼
論

文
に
つ
い
て
は
広
く
世
界
の
著

名
な
研
究
者
等
に
執
筆
を
依
頼

し
、
編
集
委
員
に
よ
る
討
議
等

も
記
事
と
し
て
掲
載
。
産
学
官

の
討
議
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
構
築
し
て
い
く
と
い
う
。

　
Ｔ
Ｒ
Ｓ
の
編
集
長
は
米
田
所

長
、
副
編
集
長
は
近
藤
裕
郷
氏

（
医
薬
基
盤
・
健
康
・
栄
養
研

究
所
創
薬
デ
ザ
イ
ン
研
究
セ
ン

タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長
）
と
堀
教

授
が
担
当
。編
集
委
員
は
現
在
、

大
学
等
研
究
機
関
の
研
究
者
を

中
心
と
し
た

人
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
海
外
の
研
究
者
２
人

を
含
み
、
今
後
他
の
海
外
機
関

の
有
識
者
に
も
参
加
依
頼
し
て

い
く
予
定
と
し
て
い
る
。

マ
ン
ガ
ン
は
、
鉄
、
チ
タ
ン

に
次
い
で
存
在
量
が
多
い
元
素

だ
。
深
海
の
底
で
は
球
状
の
マ

ン
ガ
ン
団
塊
、
板
状
の
コ
バ
ル

ト
リ
ッ
チ
ク
ラ
ス
ト
（
Ｃ
Ｒ

Ｃ
）
の
よ
う
な
金
属
酸
化
物
と

し
て
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
１
０
０
㍃
㍍
サ
イ
ズ
の

マ
ン
ガ
ン
は
見
つ
か
っ
て
い
た

が
、
こ
れ
ほ
ど
小
さ
い
微
粒
子

は
未
発
見
だ
っ
た
。
見
つ
か
っ

た
場
所
は
、
南
太
平
洋
環
流

域
、
ち
ょ
う
ど
南
太
平
洋
の
真

ん
中
あ
た
り
の
外
洋
。
水
深
３

７
４
０
～
５
６
９
５
㍍
の
海
域

の
７
カ
所
で
海
底
掘
削
を
行

い
、
円
柱
状
の
コ
ア
試
料
を
採

取
し
た
。
こ
れ
は
海
底
表
層
か

ら
玄
武
岩
直
上
ま
で
の
堆
積
物

で
、
約
１
億
２
０
０
０
万
年
以

降
の
情
報
が
記
録
さ
れ
て
お

り
、
間
隙
水
中
に
酸
素
が
溶
存

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
酸
素

を
含
ん
だ
堆
積
物
は
広
く
海
洋

底
に
存
在
す
る
（
た
だ
し
、
大

陸
沿
岸
で
は
、
こ
の
よ
う
な
堆

積
物
は
海
底
下
か
ら
数
㌔
㍍
に

わ
た
り
、
微
生
物
の
活
動
で
酸

素
が
使
わ
れ
嫌
気
環
境
に
な
っ

て
い
る
）
。
こ
の
堆
積
物
の
体

積
割
合
の
１
～
５
％
を
占
め
る

微
小
マ
ン
ガ
ン
粒
は
、
莫
大
な

量
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

総
量
は
、
マ
ン
ガ
ン
団
塊
や
Ｃ

Ｒ
Ｃ
に
含
ま
れ
る
マ
ン
ガ
ン
の

１
０
０
倍
以
上
で
、
陸
上
マ
ン

ガ
ン
鉱
床
に
匹
敵
す
る
量
（
１

・

～
７
・

兆
㌧
）
と
考
え

ら
れ
る
。
レ
ア
ア
ー
ス
の
よ
う

な
稀
少
金
属
も
含
ま
れ
て
お
り

最
大
で

～
１
９
４
億
㌧
分

（
含
有
割
合
は
他
の
海
底
マ
ン

ガ
ン
資
源
と
同
等
）
を
含
む
可

能
性
が
あ
る
。

今
回
の
発
見
に
つ
い
て
浦
本

客
員
研
究
員
は
「
こ
の
微
粒
子

は
こ
れ
ま
で
見
つ
け
る
た
め
の

技
術
が
な
か
っ
た
。
私
の
研
究

分
野
で
あ
る
堆
積
学
と
、
本
来

は
別
な
分
野
の
諸
野
主
任
研
究

員
の
地
球
微
生
物
学
が
合
わ
さ

る
こ
と
で
、
堆
積
物
の
構
造
を

壊
す
こ
と
な
く
観
察
で
き
た
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
」
と
話
す
。

ま
ず
堆
積
物
試
料
を
乾
燥
さ

せ
ず
に
間
隙
水
を
樹
脂
に
置
き

換
え
る
技
術
（
微
細
構
造
可
視

化
解
析
技
術
）
で
試
料
の
詳
細

分
析
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
解
析

を
進
め
る
た
め

万
個
以
上
の

粒
が
必
要
な
た
め
、
微
小
マ
ン

ガ
ン
粒
を
堆
積
物
か
ら
選
択
的

に
回
収
す
る
の
に
比
重
分
画
法

や
本
来
な
ら
細
胞
の
分
取
に
使

う
セ
ル
ソ
ー
タ
ー
を
用
い
た
。

こ
の
純
度
の
高
い
微
小
マ
ン
ガ

ン
粒
を
最
先
端
の
電
子
顕
微

鏡
、
大
型
放
射
光
施
設
Ｓ
Ｐ
ｒ

ｉ
ｎ
ｇ
８
の
Ｘ
線
を
使
っ
た
Ｃ

Ｔ
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研

究
機
構
の
フ
ォ
ト
ン
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
で
解
析
し
た
。

微
小
マ
ン
ガ
ン
粒
は
縮
れ
た

糸
状
の
鉱
物
が
絡
ま
り
、
他
の

海
底
マ
ン
ガ
ン
資
源
と
違
い
、

核
や
成
長
線
が
な
い
。
そ
の
組

成
か
ら
は
、
海
水
中
で
そ
の
よ

う
な
構
造
が
作
ら
れ
る
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
た
。
ま
た
、
堆
積

物
の
一
番
深
い
と
こ
ろ
で
は
、

他
の
海
底
マ
ン
ガ
ン
資
源
と
同

様
に
海
底
か
ら
噴
き
出
す
熱
水

由
来
と
考
え
ら
れ
る
微
小
マ
ン

ガ
ン
粒
も
見
つ
か
っ
た
。
先
行

研
究
で
は
、
マ
ン
ガ
ン
鉱
物
が

陸
か
ら
風
で
運
ば
れ
て
く
る
こ

と
で
、
そ
れ
が
海
に
沈
降
し
て

微
小
マ
ン
ガ
ン
粒
が
で
き
る
と

推
測
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
他
の
海
底

マ
ン
ガ
ン
資
源
と
の
関
係
は
ま

だ
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
成
因

も
完
全
に
分
か
っ
て
い
る
と
は

言
い
難
い
。
諸
野
主
任
研
究
員

は
「
こ
れ
は
レ
ア
ア
ー
ス泥

を

構
成
す
る
物
質
の
１
つ
か
も
し

れ
な
い
。
今
後
、
海
水
か
ら
、

微
小
マ
ン
ガ
ン
粒
を
見
つ
け
る

調
査
も
し
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
た
。

宇
宙

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー

の
公
募
事
業
に
採
択

と
。
今
年
度
は
同
市

学
生
を
対
象
に
プ
ロ

グ
や
ド
ロ
ー
ン
に
つ

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ド

業
振
興
人
材
育
成
プ

ト
）
を
実
施
し
た
。

に
さ
ら
に
連
携
を
深

発
の
成
果
を
出
し
て

い
け
れ
ば
」
と

話
し
た
。

締
結
式
で
門

馬
市
長
は
「
震

災
前
は
７
万
１

０
０
０
人
の
地

方
都
市
だ
っ

た
。
震
災
後
、

現
在
で
は
人
口

が
５
万
５
０
０

０
人
ま
で
回
復

し
て
き
た
が
、

１
万
人
を
超
え

る
働
き
盛
り
の

人
や
子
ど
も
が

一
気
に
減
っ
て

し
ま
っ
た
。
全

国
ど
こ
で
も
地

方
創
生
を
掲
げ
若
い
人
を
呼
び

た
い
と
思
っ
て
い
る
が
私
た
ち

は
命
が
け
。
今
こ
こ
で
し
っ
か

り
し
な
い
と
南
相
馬
市
が
立
ち

ゆ
か
な
い
。
今
、
ロ
ボ
ッ
ト
テ

ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
を
中
核
に
人

材
導
入
を
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
中
長
期
的
に

子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
し
っ
か

り
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
全

国
に
こ
こ
に
し
か
な
い
よ
う
な

試
み
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
さ
に
こ
の
市
の
方
針
に

沿
う
の
が
今
回
の
協
定
」と
し
、

鈴
木
専
攻
長
は
「
航
空
宇
宙
技

術
は
、
先
端
技
術
こ
れ
が
将
来

の
日
本
の
製
造
業
を
支
え
る
べ

く
、
研
究
と
教
育
を
行
っ
て
い

る
。
教
育
で
は
人
材
育
成
が
一

番
重
要
。
今
回
の
協
定
を
機
に

ド
ロ
ー
ン
に
興
味
を
持
っ
て
く

れ
る
若
い
人
た
ち
が
増
え
て
く

れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
テ
ス

ト
フ
ィ
ー
ル
ド
は
世
界
的
に
見

て
も
大
規
模
な
も
の
で
、
こ
れ

か
ら
ど
ん
ど
ん
活
用
さ
れ
る
。

本
専
攻
で
も
全
面
的
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
い
。
今
年
度
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
本
学
の
学
部

生
、
大
学
院
生
が
主
体
的
に
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
、
実
行

し
て
お
り
、
学
生
た
ち
に
も
良

い
影
響
が
あ
り
、
続
け
て
い
き

た
い
」
と
し
た
。

早
稲
田
大
学
（
田
中
愛
治
総
長
）
は

３
月
５
日
、
同
大
学
の
産
学
連
携
ビ
ジ

ョ
ン
や
シ
ー
ズ
と
な
る
最
先
端
研
究
な

ど
を
紹
介
す
る
「
早
稲
田
オ
ー
プ
ン
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０

１
９
」
を
ベ
ル
サ
ー
ル
汐
留
（
東
京
都

中
央
区
）
に
お
い
て
開
催
す
る
。
講
演

の
ほ
か
、
実
機
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
含
め
た
約

件
の
技
術
展

示
が
行
わ
れ
、
産
業
界
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
の
機
会
も
提
供
す
る
と
い
う
。
参
加

費
は
無
料
。
事
前
登
録
不
要
。

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
同
大
学
が
文

部
科
学
省
の
平
成

年
度
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
整
備
事
業
に
採
択

さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
開
催
。
同
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
持
続
的
な
産
学
連
携
エ
コ
シ

ス
テ
ム
の
実
現
を
目
指
し
、
産
学
の
共

同
研
究
、
技
術
移
転
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
創

出
を
通
し
て
高
付
加
価
値
製
品
を
創
出

し
、
そ
の
利
益
の
一
部
が
大
学
に
お
け

る
研
究
開
発
に
再
投
資
さ
れ
る
エ
コ
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
む
。
ま
た
こ

れ
ら
取
り
組
み
に
は
、
次
世
代
を
担
う

博
士
課
程
を
中
心
と
し
た
大
学
院
学
生

に
積
極
的
に
参
加
を
促
し
、
社
会
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
困
難
な
問
題
に
取
り
組

み
、
研
究
成
果
を
世
界
に
発
信
で
き
る

人
材
育
成
を
行
う
と
い
う
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
午
前
の
部
で

「
新
時
代
の
産
学
連
携
と
早
稲
田
大
学

の
戦
略
」
と
し
て
、
山
西
健
一
郎
氏

（
日
本
経
済
団
体
連
合
会
副
会
長
）
に

よ
る
招
待
講
演
、
長
谷
川
閑
史
氏
（
武

田
薬
品
工
業
相
談
役
）
に
よ
る
基
調
講

演
、内
田
和
成
氏（
早
大
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル
教
授
）
に
よ
る
特
別
講
演
な
ど
が

行
わ
れ
る
。
ま
た
午
後
の
部
で
は
「
早

稲
田
の
ト
ッ
プ
リ
サ
ー
チ
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
同
大
学
に
よ
る
７

件
の
研
究
成
果
講
演
が
行
わ
れ
る
。

展
示
エ
リ
ア
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
、

機
械
工
学
分
野
、
生
命
科
学
分
野
、
化

学
・
素
材
分
野
、
医
療
分
野
、
数
理
科

学
分
野
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

（
建
築
・
都
市
工
学
・
廃
棄
物
）
の
技

術
展
示
が
行
わ
れ
る
。

＜
問
い
合
わ
せ
＞
早
稲
田
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０

１
９
事
務
局
、
電
話
０
３
―
３
２
０
８

―
０
１
０
２
、E-mail:oi-event@list.wa

seda.jp

・
が
ん
治
療
標
的
探
索
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
間
野
博
行
氏

国
立
が

ん
研
究
セ
ン
タ
ー
）

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
制
圧
を
目

指
し
た
革
新
的
治
療
・
予
防
法
の

研
究
・
開
発
（
河
岡
義
裕
氏

東

京
大
学
）

・
抗
Ｐ
Ｄ
―
１
抗
体
治
療
患
者

に
お
け
る
個
別
免
疫
担
当
細
胞
レ

ベ
ル
に
お
け
る
免
疫
応
答
の
解
析

研
究
（
土
井
俊
彦
氏

国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ
ー
）

・
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
と
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
融
合
し
た
多

面
的
心
毒
性
予
測
シ
ス
テ
ム
の
構

築
（
本
間
光
貴
氏

理
化
学
研
究

所
）・

ヒ
ト
Ｉ
ｇ
Ｇ
特
異
的
修
飾
技

術
に
よ
る
多
様
な
機
能
性
抗
体
医

薬
の
創
出
（
伊
東
祐
二
氏

鹿
児

島
大
学
）

・
創
薬
等
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

層
構
造
生
命

援
と
高
度
化

（
岩
崎
憲
治
氏

大
阪
大
学
／
筑

波
大
学
）

・
化
合
物
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
整
備

と
支
援
・
高
度
化
に
よ
る
創
薬
研

究
の
推
進
（
辻
川
和
丈
氏

大
阪

大
学
）

・
バ
イ
オ
医
薬
品
連
続
生
産
に

お
け
る
各
要
素
技
術
及
び
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
技
術
の
開
発
（
大
政

健
史
氏

大
阪
大
学
）

・
革
新
的
中
分
子
創
薬
技
術
の

開
発
・
中
分
子
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
技
術
の
開
発
（
藤
吉
好
則
氏


名
古
屋
大
学
）

・
小
胞
体
ス
ト
レ
ス
応
答
の
解

析
か
ら
創
薬
へ
（
森
和
俊
氏

京

都
大
学
）

・
デ
ュ
シ
ェ
ン
ヌ
型
筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
に
対
す
る
エ
ク
ソ
ン


ス
キ
ッ
プ
治
療
薬
に
よ
る
早
期
探

索
的
臨
床
試
験
（
武
田
伸
一
氏


国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
）

・
遺
伝
子
・
細
胞
治
療
用
ベ
ク

タ
ー
新
規
大
量
製
造
技
術
開
発

（
峰
野
純
一
氏

タ
カ
ラ
バ
イ

オ
）・

Ｃ
Ｉ
Ｎ
構
想
の
加
速
・
推
進

を
目
指
し
た
レ
ジ
ス
ト
リ
情
報
統

合
拠
点
の
構
築
（
國
土
典
宏
氏


国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
）

・
官
民
共
同
に
よ
る
重
篤
副
作

用
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
開
発
（
斎
藤

嘉
朗
氏

国
立
医
薬
品
食
品
衛
生

研
究
所
）

◇
第
２
部
＝
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

で
の
医
薬
品
創
出
に
寄
せ
ら
れ
る

期
待
（

時

～
）

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
期
待

【
参
加
申
し
込
み
Ｈ
Ｐ
】https

://www.amed.go.jp/news/event/
aj189-pj2019.html

【
問
い
合
わ
せ
先
】
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ

創
薬
戦
略
部
医
薬
品
研
究
課
Ａ
Ｊ

医
薬
品
Ｐ
Ｊ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務

局
、
電
話

０
３
―
６
８
７
０
―

２
２
１
９
、E-mail:aj189-pj@ame

d.go.jp
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